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第３章　運動量の保存
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(1) 別々の運動をしている2つの物体AとBを、1つのまとまりだとみなすことを何と
いうか。

物体系

(2) （1）の考え方で、AとBが互いに及ぼしあう力。 内力

(3) （1）の考え方で、A、B以外から働く力。 外力

(4) 物体が（2）を及ぼしあうだけで（3）を受けていないとき、全体の運動量は変化
しない。このことを何というか。
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第１編　力と運動


